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研究成果の概要（和文）：本研究では、介護施設においてターミナルケアを実施することによる、

職員への心理学的影響について検討することを目的とした。調査分析の結果、バーンアウトの

下位尺度である職務効力感について、ターミナルケアを実施した経験がある者の方が有意に高

いことが明らかとなった。これは、ターミナルケアを実施することが必ずしも職員のストレス

につながるのではなく、職務に対するモチベーションを向上させるという肯定的な側面もある

ことを示していると考えられる。 

 
研究成果の概要（英文）：This study aimed to examine the psychological effects of terminal 
care experience on nursing home staff and analyze the differences between staff who are 
experienced and those who are inexperienced in providing terminal care. Analysis of 
variance (ANOVA) revealed that the professional efficacy (a subscale of the Maslach 
Burnout Inventory-General Survey [MBI-GS]) of the experienced staff was significantly 
higher than those of the inexperienced staff. The high professional efficacy noted among 
the experienced staff suggests that the provision of terminal care in nursing homes does 
not necessarily lead to burnout among caregivers and may in fact serve as an important 
motivational factor. 
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１．研究開始当初の背景 
わが国では、多くの高齢者が病院ではなく、
在宅で死亡することを望んでいるという
（Sanjo et al., 2007）。しかし、実際に自
宅で死亡する割合は、2004 年以降、13％を下
回っており、希望と現実に大きな乖離が存在

する。厚生労働省によると、高齢者ケア施設
における看取りも、自宅と同じく、「生活の
場」における死亡であり、在宅死として捉え
ることも可能であるとされているが（厚生労
働省、2003）、高齢者ケア施設における看取
りは全体の 2％に過ぎず、高齢者の「生活の
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場」で死を迎えたいという希望に現状では十
分に応えられていない。わが国の高齢者ケア
施設において、看取り数が増加しない理由の
一つとして、ナーシングホームなどのケア施
設における看取りは、痛み、せん妄、呼吸困
難など様々な症状への対処が必要となるた
め、職員への負担が大きいとされていること
があげられる（Reynolds et al., 2002）。し
かしながら、介護老人福祉施設においてユニ
ット・ケアが導入され、「生活の場」として
の機能が整備されるとともに、医療機関との
連携も進んでおり、欧米と同様に、高齢者の
希望に応じてターミナルケアを提供するこ
とが、今後、高齢者ケア施設の重要な役割の
一つとなると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、介護老人福祉施設や介護老人

保健施設、介護療養型医療施設等に勤務する
ケアワーカーを対象として、ターミナルケア
に対する意識と、実際にターミナルケアを行
ったことによる心理的影響を把握し、それら
に関連する要因について実証的に検討する
ことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では、上記課題を達成するために、

以下の 2 つの方法を用いた。 
 
（1）介護職員に対するインタビュー調査 
わが国の高齢者ケア施設に勤務する職員が、
ターミナルケアに対してどのような意識を
有しているか、そして死に対してどのように
捉えているかを検討するために、現在高齢者
ケア施設に勤務しているケアワーカーを対
象としたインタビュー調査を行った。具体的
には、現在の職場においてターミナルケアを
実施することに対する不安や、看取りに立ち
会う際の心配事項について調査を行った。 
 
（2）介護職員に対する質問紙調査 
高齢者ケア施設に勤務する職員を対象とし
た質問紙調査を行った。具体的には、複数の
介護老人福祉施設、介護保健老人施設、介護
療養型医療施設において、高齢者に対する介
護を職務とする職員を対象とした自記式質
問紙による調査を行い、欠損値を適切に処理
した上で分析を行った。 
 
４．研究成果 
（1）研究の主な成果 
本研究では、介護職員がターミナルケアを実
施することによる心理的影響を明らかにす
ることを目的として調査を行った。その結果、
ターミナルケアを実施することが必ずしも
ストレスとなるのではなく、むしろターミナ
ルケアを経験することによる肯定的な影響

が認められることが明らかとなった。 
 
（2）得られた成果の国内外における位置づ
けとインパクト 
高齢者ケア施設でターミナルケアを実施す
ることによる影響を実証的に示した研究は、
国内・国外を問わず、本研究以外にはほとん
ど認められず、基礎的なデータとしての価値
は高いものと思われる。 
 
（3）今後の展望 
本研究では、調査の限界から、ターミナルケ
ア経験の有無のみに焦点を当てたが、個人の
死生観や、介護教育におけるデス・エデュケ
ーション等も心理的な影響を及ぼしている
と考えられる。今後は、それらの要因につい
ても検討する必要があろう。 
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